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東
京
の
音
楽
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
代
表
川
岸
美
奈
子
氏

に
よ
る
法
人
税
脱
税
事
件
。
県
の
と
く
し
ま
記
念
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
事
業
で
、
三
億
六
八
〇
〇
万
円
を
受
け
取
り
、

一
億
三
千
万
円
の
所
得
を
申
告
せ
ず
三
千
万
円
を
脱
税
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
徳
島
県
文
化
振
興
財
団
が
県
と
合
わ

せ
て
八
〇
〇
万
円
近
い
ハ
イ
ヤ
ー
代
を
支
出
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
財
団
は
、
事
業
委
託
費
と
別
枠
に
給
与
や
交
通
費

等
三
〇
〇
〇
万
円
を
、
川
岸
氏
に
支
払
っ
て
い
た
こ
と
も

発
覚
し
ま
し
た
。
本
来
必
要
が
無
い
経
費
は
返
還
さ
せ
る

べ
き
で
す
。私
は
、川
岸
氏
に
支
払
っ
た
ハ
イ
ヤ
ー
代
金
と
、

知
事
が
記
念
オ
ケ
の
鑑
賞
会
に
県
内
外
を
駆
け
回
っ
た
公

用
車
等
の
費
用
を
、
県
に
返
還
さ
せ
る
よ
う
、
徳
島
地
裁

に
住
民
訴
訟
を
提
起
し
て
争
っ
て
い
ま
す
。

知
人
女
性
を
厚
遇
し
、

異
常
な
特
別
扱
い
を

し
た
飯
泉
知
事

　

徳
島
記
念
オ
ケ
は
、
プ
ロ

の
音
楽
家
に
よ
る
演
奏
会
を

県
内
で
聞
け
る
よ
う
に
す
る

の
だ
と
、
二
〇
一
一
年
九
月

に
知
事
が
創
設
。
演
奏
会
の

度
メ
ン
バ
ー
を
集
め
、
常
設

楽
団
よ
り
安
上
が
り
の
は
ず

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
毎

回
県
外
か
ら
プ
ロ
を
呼

び
、
既
存
設
備
の
無

い
場
所
で
も
次
々
開

い
た
演
奏
会
は
、
一

回
千
万
単
位
の
費
用

を
要
し
、
投
入
公
費

は
七
年
間
で
一
〇
億

円
を
超
え
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の

事
業
か
ら
巨
額
の

利
益
を
得
た
の
が
、

知
事
の
二
〇
年
来

の
知
人
川
岸
氏
だ
っ
た
。

　

飯
泉
知
事
は
、
二
〇
〇
七

年
徳
島
県
で
開
い
た
第
二
二

回
国
民
文
化
祭
で
、
川
岸

氏
を
、
東
京
交
響
楽
団
と

徳
島
交
響
楽
団
の
共
演
等

に
携
わ
ら
せ
、
二
〇
一
一

年
五
月
か
ら
一
三
年
三

月
末
ま
で
、
県
の
「
政

策
参
与
」
に
任
命
し
た
。 

　

徳
島
の
地
元
紙
「
ト
リ

ビ
ュ
ー
ン
し
こ
く
」
は　

二

月
五
日
付
で
、
知
事
が
担
当

職
員
に
二
〇
一
一
年
四
月
、

「
君
た
ち
は
音
楽
の
素
人
だ
。

音
楽
家
を
相
手
に
す
る
な
ら

川
岸
さ
ん
の
力
が
必
要
だ
。

彼
女
に
お
願
い
し
な
さ
い
」

と
命
じ
た
と
い
う
内
容
の
投

書
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

川
岸
氏
の
会
社
は
一
度
も

税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
。

知
事
は
、
そ
ん
な
会
社
の
代

表
を
特
別
職
公
務
員
に
任
命

し
て
事
業
を
仕
切
ら
せ
、
県

内
の
移
動
に
は
、
ハ
イ
ヤ
ー

（
貸
切
営
業
車
）を
あ
て
が
っ

た
。
こ
の
特
別
扱
い
は
、
記

念
オ
ケ
事
業
の
徳
島
文
化
振

興
財
団
へ
の
委
託
後
も
継
承

さ
れ
、川
岸
氏
に
は
「
給
与
」

ま
で
支
払
わ
れ
た
。

　

ハ
イ
ヤ
ー
に
使
わ
れ
た
の

が
、
徳
島
市
内
の
タ
ク
シ
ー

会
社
が
保
有
す
る
黒
塗
り
の

日
産
フ
ー
ガ
だ
。
座
席
革
張

り
の
高
級
車
で
、
運
転
手
が

降
り
て
ド
ア
を
開
閉
す
る
。

　

一
民
間
業
者
に
ハ
イ
ヤ
ー

を
手
配
す
る
な
ど
、
財
団
で

は
他
に
例
が
な
い
。

記
念
オ
ケ
演
奏
会
鑑
賞

に
五
〇
回
以
上
駆
け

回
っ
た
飯
泉
知
事

　

知
事
は
、
川
岸
氏
厚
遇
の

一
方
、
事
業
自
体
に
も
異
常

な
肩
入
れ
を
し
た
。

　

私
は
県
や
県
教
委
、
文
化

振
興
財
団
、
全
市
町
村
に
聞

い
て
全
演
奏
会
の
日
時
を
調

べ
、
知
事
の

活
動
記
録

と
照
合
し

た
。
す
る

と
知
事
は
、

学
校
で
の
七
回
の
ミ
ニ
演
奏

会
を
除
き
、
県
市
町
主
催
の

記
念
オ
ケ
演
奏
会
五
四
回

中
、
五
二
回
に
参
加
し
、
市

町
主
催
の
二
一
回
は
全
部
参

加
し
て
い
た
。

　

記
念
オ
ケ
偏
重
は
、
他
の

演
奏
会
へ
の
知
事
参
加
と
比

較
す
れ
ば
明
白
だ
。例
え
ば
、

ア
マ
チ
ュ
ア
で
は
全
国
的
に

実
力
を
知
ら
れ
た
徳
島
交
響

楽
団
が
毎
年
三
回
開
く
演
奏

会
に
、
知
事
は
二
〇
〇
七
年

就
任
後
の
二
九
回
中
わ
ず
か

二
回
だ
け
の
参
加
。
邦
楽
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
演
奏
会
に
も
、

一
三
回
中
一
回
だ
け
だ
。

　

他
方
知
事
は
、
就
任
直
後

か
ら
県
立
図
書
館
の
図
書
費

を
減
ら
し
始
め
、
年
間
一
億

円
余
あ
っ
た
図
書
費
を
三
分

の
一
に
激
減
さ
せ
た
。

　

私
は
、
県
主
催
演
奏
会
へ

の
参
加
は
と
も
か
く
、
市
町

主
催
の
演
奏
会
で
、
挨
拶
も

し
な
い
単
な
る
演
奏
会
鑑
賞

に
秘
書
を
伴
い
運
転
手
・
公

用
車
を
使
う
の
は
、
知
事
の

個
人
的
な
趣
味
に
公
費
を
使

う
も
の
だ
と
、
四
四
万
円
余

の
返
還
を
知
事
に
求
め
る
訴

訟
を
提
起
し
た
。

　
「
ハ
イ
ヤ
ー
必
要

だ
っ
た
」
「
演
奏
会
鑑

賞
は
公
務
」
と
言
訳

　

県
議
会
与
党
の
追
及
は
甘

く
マ
ス
コ
ミ
の
批
判
を
浴
び

た
が
、
知
事
は
世
論
に
追
い

詰
め
ら
れ
、
二
〇
一
七
年
度
で

記
念
オ
ケ
事
業
を
廃
止
し
た
。

　

そ
れ
で
も
知
事
は
、
記
念

オ
ケ
事
業
や
川
岸
氏
へ
の
偏

重
・
厚
遇
の
事
実
を
認
め
な

い
。
裁
判
で
も
ハ
イ
ヤ
ー
の

使
用
は
「
効
率
的
だ
っ
た
」

と
居
直
っ
て
い
る
。し
か
し
、

県
は
八
〇
〇
台
の
公
用
車
を

有
し
、
各
地
に
レ
ン
タ
カ
ー

や
タ
ク
シ
ー
が
あ
る
。
運
転

手
付
き
高
級
車
の
一
体
ど
こ

が
「
効
率
的
」
な
の
か
。

　

演
奏
会
へ
の
毎
回
参
加

も
、「
現
場
の
状
況
や
県
民

の
声
を
文
字
通
り
肌
で
体
感

し
知
見
を
深
め
今
後
の
県
政

運
営
の
貴
重
な
判
断
材
料
と

な
る
」
と
弁
明
し
て
い
る
。

　

同
じ
理
屈
で
、
例
え
ば
視

察
と
称
し
て
公
営
ギ
ャ
ン
ブ

ル
で
遊
ん
で
も
「
公
務
」
だ
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、

公
務
と
み
な
す
に
は
、
関
係
者

の
話
を
聞
き
デ
ー
タ
の
提
供

を
求
め
る
等
の
内
容
が
必
要

な
は
ず
だ
。
同
じ
楽
団
の
演
奏

を
何
十
回
も
た
だ
鑑
賞
す
る

の
は
、
公
務
で
は
な
い
。　

川岸氏が使っていた
ハイヤー（日産フーガ）

2 月 17 日付
「徳島新聞」報道

扶
川
敦
無
料
生
活
相
談
所

何
で
も
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

扶
川
携
帯 

〇
九
〇
（
一
五
七
〇
）
二
〇
四
五

　
「
共
産
党
を
出
さ
れ
無
所
属

で
活
動
す
る
貴
方
が
、
何
故

知
事
の
悪
口
を
言
う
？
」
と

私
に
尋
ね
る
人
が
あ
っ
た
の

で
、
地
方
議
員
と
い
う
政
治

家
が
必
要
と
さ
れ
る
そ
も
そ

も
の
理
由
を
ご
説
明
し
た
。

　
「
行
政
を
点
検
し
歪
み
を
正

す
こ
と
が
、
議
員
の
一
番
大

切
な
仕
事
。

そ
の
た
め
に
、

わ
ざ
わ
ざ
首
長
と
別
に
選
挙

を
す
る
の
で
す
」。

　

記
念
オ
ケ
問
題
は
、
県
政

の
大
き
な
歪
み
だ
。
森
友
・

加
計
問
題
で
は
、
官
僚
が
安

倍
総
理
側
の
気
持
ち
を
「
忖

度
（
推
測
）」
し
て
虚
偽
答
弁

や
文
書
改
ざ
ん
を
し
た
。
川

岸
氏
厚
遇
も
、
知
事
の
命
令

か
、
あ
る
い
は
県
や
財
団
職

員
の
知
事
に
対
す
る
「
忖
度
」

だ
。
こ
れ
に
対
す
る
批
判
は
、

「
悪
口
」
な
ど
で
は
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
う
し
た
問

題
を
追
及
す
る
事
こ
そ
、
政

治
家
本
来
の
仕
事
だ
。

　

し
か
し
、
神
山
町
議
選
で

の
候
補
者
降

ろ
し
買
収
工

作
等
を
見
る
と
、
自
分
の
地

位
や
金
銭
欲
目
当
て
の
「
政

治
屋
」
が
何
と
多
い
こ
と
か
。

県
議
会
で
も
、
川
岸
氏
の
参

考
人
招
致
に
賛
成
し
た
の
は

野
党
の
共
産
党
と
「
和
の
会
」

長
池
県
議
の
四
人
だ
け
だ
っ

た
。
何
と
も
情
け
な
い
。

政
治
家
の
仕
事

「県政の私物化だ！」と

知事を
相手に
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徳
島
県
内
一
七
の
火
葬
場

の
料
金
格
差
は
、
最
低
の

五
千
円
か
ら
最
高
の
十
万
円

ま
で
二
〇
倍
に
達
す
る
。
火

葬
場
建
設
に
あ
た
り
、
住
む

市
町
村
が
建
設
費
を
負
担
し

た
か
ど
う
か
で
、
徴
収
料
金

が
違
っ
て
く
る
た
め
だ
。

　

県
下
の
火
葬
場
は
、
市
町

運
営
一
三
箇
所
、
一
部
事
務

組
合
運
営
三
箇
所
、
民
間
運

営
一
箇
所（
徳
島
西
火
葬
場
）

の
合
計
一
七
箇
所
だ
。

　

県
下
最
安
料
金
は
、
大
人

五
千
円
。
三
好
市
設
置
の
池

円
な
い
し
六
万
五
千
円
の
火

葬
料
金
を
払
う
。　

　

徳
島
市
か
ら
郡
内
に
転
居

し
た
住
民
か
ら
、
同
じ
川
内

の
火
葬
場
で
一
万
五
千
円
か

ら
八
万
円
へ
高
く
な
っ
た

と
、
苦
情
を
聞
い
た
。

　

火
葬
場
建
設
も
助
成
金
制

度
も
、首
長
の
政
治
判
断
だ
。

そ
こ
で
、
補
助
金
で
負
担
を

軽
減
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
阿
波
市
を
構
成
す
る
旧

四
町
の
う
ち
、
市
場
と
阿
波

は
、
阿
北
火
葬
場
建
設
に
金

を
出
し
た
の
で
、
そ
の
住
民

は
大
人
二
万
円
の
火
葬
料
金

だ
。
し
か
し
、
旧
土
成
と
吉

野
は
出
し
て
お
ら
ず
、
市
外

並
の
六
万
五
千
円
に
な
る
。

そ
こ
で
、
差
額
四
万
五
千
円

を
阿
波
市
が
助
成
す
る
。

　

石
井
町
民
は
、
徳
島
西
火

葬
場
で
の
火
葬
料
金
が
二
万

円
で
す
む
。　

　

遺
体
移
送
・
安
置
や
寝
棺
・

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
・
骨
壷
費
用

だ
け
で
、
一
〇
万
円
程
度
は

か
か
る
。
そ
の
た
め
告
別
式

も
献
花
も
な
く
、
ひ
っ
そ
り

と
火
葬
さ
れ
る
人
も
多
い
。

火
葬
料
負
担
軽
減
の
制
度

は
、
充
実
す
る
べ
き
だ
。

　

県
は
、
県
民　

百
歳
の
誕

生
日
に
「
慶
祝
訪
問
」
を
行

い
一
万
円
支
給
し
、
百
一
歳

以
降
毎
年
二
万
円
を
支
給
す

る
。
百
歳
訪
問
時
、
市
町
村

も
祝
い
金
を
届
け
る
が
、
金

額
は
一
万
円
か
ら
二
〇
万
円

（
海
陽
町
）
と
大
差
が
あ
る
。

　

加
え
て
、
各
自
治
体
独
自

に
敬
老
祝
い
金
や
敬
老
年
金

の
制
度
を
設
け
て
い
る
。
一

定
の
年
齢
に
達
す
る
と
毎
年

支
給
す
る
方
式
と
喜
寿
や
米

寿
な
ど
一
定
の
年
齢
に
達
し

た
そ
の
年
だ
け
支
給
す
る
方

式
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
板
野
町
は
七
五

歳
以
上
は
毎
年
五
千
円
を

支
給
す
る
が
、
藍
住
町
は
、

七
七
歳
、
八
八
歳
、
九
九
歳
、

百
歳
で
、そ
れ
ぞ
れ
七
千
円
、

一
万
円
、
三
万
円
、
五
万
円

を
支
給
し
、
百
一
歳
か
ら

は
毎
年
五
万
円
を
支
給
す

る
。
七
八
歳
で
板
野
町
か
ら

藍
住
町
に
転
居
し
た
女
性
か

ら
は
、「
板
野
町
で
は
七
五

歳
か
ら
毎
年
五
千
円
祝
い
金

を
も
ら
え
た
の
に
、
藍
住
町

に
移
住
後
も
ら
え
な
く
な
っ

た
」と
い
う
不
満
も
聞
い
た
。

　

上
板
町
で
は
、
百
歳
に
な

ら
な
い
と
一
切
祝
い
金
は
貰

え
な
い
か
ら
、
同
じ
板
野
郡

で
も
差
は
大
き
い
。

　

上
板
町
は
、
一
〇
年
以
上

前
に
百
歳
未
満
の
敬
老
祝
い

金
を
廃
止
。
徳
島
市
も
以
前

支
給
し
て
い
た
記
念
品
の
タ

オ
ル
を
廃
止
し
た
。
東
み
よ

し
町
は
、
何
年
か
前
に
百
一

歳
以
上
に
毎
年
支
給
し
て
い

た
三
万
円
を
廃
止
し
た
。

　

日
本
は
世
界
一
の
超
高
齢

化
社
会
時
代
を
迎
え
る
。

今
後
も
、
制
度
縮
小
を
す

る
市
町
村
が
現
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

し
か
し
、
若
者
も
必
ず
年

を
取
る
。
若
者
世
代
の
支
援

を
口
実
に
、
高
齢
者
福
祉
を

削
る
の
は
間
違
い
だ
。
過
去

に
そ
ん
な
主
張
を
し
た
政
治

家
は
、
非
正
規

雇
用
の
拡
大

な
ど
、
若
者

も
苦
し
め
る

制
度
も
推
進

し
て
き
た
。

　

祝
い
金
制

度
運
用
に
必

要
な
予
算
は
、

例
え
ば
人
口

四
四
〇
〇
人

余
の
牟
岐
町

で
、
二
〇
一
八

年
度
予
算
が

四
二
三
万
円
余
、
対
象
者
は

一
一
六
五
人
だ
。
町
民
の
四

人
に
一
人
が
支
給
を
受
け
て

い
る
。
こ
う
な
る
と
、
安
い

年
金
を
補
充
す
る
、
有
難
い

制
度
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

火
葬
料
金

敬
老
祝
い
金

住む町によって大きな格差　　なぜ？

　

七
月
十
四
日
、
西
日
本
豪

雨
災
害
の
岡
山
県
倉
敷
市
真

備
町
へ
、
私
と
事
務
所
ス

タ
ッ
フ
ら
三
人
で
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
。
県
外

か
ら
の
受
け
入
れ
初
日
だ
っ

た
が
、
現
地
に
は
全
国
か
ら

約
千
人
が
集
ま
っ
た
。

　

作
業
は
十
人
程
の
班
で

被
災
者
支
援
活
動
の
ご
報
告

豪
雨
災
害
の
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町
へ

九州豪雨災害の仮設住宅訪問

 町名 板野郡内各町　敬老祝い金制度の概要

松茂 　75 ～ 79 歳に 5 千円、 80 ～ 84 歳に 8 千円
　85 歳以上１万円、 100 歳誕生日に 1 万円　 

北島 　77 歳で 7 千円、 88 歳で 1 万円、
　99 歳で 5 万円、 100 歳誕生日に 10 万円 

藍住 　77 歳に 7 千円、88 歳に 1 万円、99 歳に 3 万円、
　100 歳誕生日に 10 万円、 101 歳以上に 5 万

板野 　75 歳以上＝一律毎年五千円
　100 歳誕生日に 5 万円

上板 　100 歳以上＝ 1 万円 
　100 歳誕生日に１万円

被
災
家
屋
の
水
没
家
財
道
具

等
の
運
び
出
し
。
あ
ら
ゆ
る

家
財
道
具
が
、
臭
気
を
放
つ

汚
泥
に
ま
み
れ
て
使
用
不
能

に
。
炎
天
下
の
作
業
は
四
時

間
で
終
え
た
が
、
被
災
者
ご

家
族
と
一
緒
に
十
五
人
で
作

業
し
て
も
、
一
軒
家
の
半
分

の
片
付
け
し
か
で
き
な
か
っ

た
。
ひ
ど
く
感
謝
は
さ
れ
た

が
、あ
ま
り
に
も
気
の
毒
で
、

胸
の
痛
み
が
残
っ
た
。

　

こ
の
他
、
▼
昨
年
五
月
、

福
島
県
南
相
馬
市
の
仮
設
住

宅
に
二
七
回
目
の
訪
問
▼
昨

年
九
月
、
福
岡
県
の
豪
雨
災

害
で
家
を
無
く
し
た
皆
さ
ん

の
仮
設
住
宅
を
訪
問
▼
昨
年

十
二
月
末
、
福
島
県
の
災
害

復
興
住
宅
へ
事
務
所
で
開
い

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ
き
の

杵
づ
き
餅
や
手
袋
を
送
付
し

た
。
福
島
・
福
岡
の
仮
設
訪

問
で
は
、
徳
島
県
の
物
産
を

お
持
ち
し
た
。

　

福
島
県
の
仮
設
住
宅
は
、

七
年
か
か
っ
て
解
消
。「
仮

設
解
消
ま
で
続
け
る
」
と
、

自
分
で
決
め
て
続
け
て
き
た

活
動
も
一
段
落
し
た
。

　

六
月
は
じ
め
に
は
、
徳
島

県
内
で
被
災
地
支
援
や
防
災

対
策
に
取
り
組
む
他
団
体
の

皆
様
と
情
報
交
換
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
も
得
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
や
中

央
構
造
線
の
地
震
が
心
配
さ

れ
る
な
か
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
山
積
だ
。

　

家
の
な
い
人
達
等
に
ア

パ
ー
ト
を
世
話
す
る
際
に
、

私
が
、
業
者
に
指
示
し
て
二

重
の
書
類
を
作
ら
せ
て
不
正

に
敷
金
等
を
だ
ま
し
取
っ

た
な
ど
と
、
嘘
の
証
言
に

よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
の
が

二
〇
一
三
年
一
月
。「
冤

罪
だ
」「
弾
圧
だ
」
と
、

最
高
裁
ま
で
闘
っ
た
が
、

起
訴
さ
れ
た
ら
最
後

九
九
・
九
％
有
罪
と
い
う
厚

い
壁
は
崩
せ
な
か
っ
た
。

　
「
疑
わ
し
き
は
罰
せ
ず
」

の
原
則
な
ど
ど
こ
に
も
存
在

せ
ず
、
描
か
れ
た
シ
ナ
リ
オ

を
変
え
ら
れ
な
い
日
本
の
刑

事
司
法
に
深
く
幻
滅
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
こ
ん
な
こ
と

に
負
け
ら
れ
る
か
と
、
無
所

属
で
出
馬
し
た
二
〇
一
五
年

春
の
県
議
選
挙
は
、
前
回
比

八
割
近
い
方
が
支
持
し
て
く

だ
さ
っ
た
。
こ
れ
が
、
私
の

最
大
の
励
み
と
な
っ
た
。

　

私
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
す

る
生
活
相
談
所
は
、
半
年
余

り
の
長
い
拘
留
を
解
か
れ
た

翌
日
か
ら
再
開
し
、
以
来
相

談
者
が
途
切
れ
な
い
。
特
に

高
齢
者
の
生
活
保
護
申
請
を

お
手
伝
い
す
る
事
例
が
増
え

て
お
り
、
急
速
に
高
齢
化
が

進
む
日
本
や
徳
島
の
将
来
が

い
よ
い
よ
心
配
だ
。

　

そ
の
中
で
私
は
、「
人
助

け
と
世
直
し
」
の
活
動
を
生

涯
続
け
た
い
と
思
う
。「
人

助
け
」
が
生
活
相
談
所
や
被

災
者
支
援
の
活
動
な
ら
、「
世

直
し
」
は
、
政
治
活
動
だ
。

　

県
議
へ
の
来
春
再
出
馬

は
、
前
回
落
選
の
夜
す
で
に

表
明
し
た
が
、
政
治
活
動
は

議
会
内
だ
け
の
作
業
で
は
な

い
。
情
報
公
開
や
訴
訟
、
仲

間
と
い
っ
し
ょ
に
や
る
様
々

な
運
動
等
を
通
し
て
、
社
会

の
ゆ
が
み
を
正
し
た
い
。

　
「Never give up

」
だ
。

「
世
直
し
と
人
助
け
」

ネ
バ
ー  

ギ
ブ  

ア
ッ
プ

田
・
祖
谷
の
火
葬
場
や
火
葬

場
管
理
組
合
が
運
営
す
る
三

好
東
部
火
葬
場
を
、
合
併
前

の
旧
町
村
が
火
葬
場
建
設
費

を
出
し
て
い
た
地
域
の
住
民

が
利
用
す
る
場
合
だ
。
そ
れ

以
外
だ
と
、
大
人
三
万
円
へ

一
気
に
跳
ね
上
が
る
。

　

県
下
最
高
料
金
は
、
吉
野

川
市
が
設
置
し
た
市
葬
祭
場

を
、
関
係
市
町
外
の
住
民
が

利
用
し
た
場
合
。
な
ん
と
大

人
一
〇
万
円
で
、
市
民
の

六
・
六
倍
。
前
記
の
県
下
最

低
額
五
千
円
と
比
べ
る
と
、

二
〇
倍
の
料
金
だ
。

　

板
野
郡
内
五
町
は
、
火
葬

場
を
持
た
ず
、
徳
島
市
の
川

内
や
不
動
の
火
葬
場
で
八
万

    

健
康
本 

ご
紹
介

     

牧
田
善
二
氏
著

　

 

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
社

 

「
医
者
が
教
え
る
食
事
術
」

　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
体
調
不

良
の
九
割
は
、
血
糖
値
の
問

題
だ
と
指
摘
。
脂
肪
や
た
ん

ぱ
く
質
を
含
め
た
カ
ロ
リ
ー

制
限
よ
り
、
米
や
パ
ン
、
菓

子
等
、
糖
質
を
減
ら
す
こ
と

が
肝
心
だ
と
い
う
。

　

空
腹
を
が
ま
ん
せ
ず
に
ダ

イ
エ
ッ
ト
が
可
能
だ
。

　超高齢化社会日本　いたわりあう気持ちで、
　今後の様々な福祉制度のあり方を考えましょう

２０倍

ふ
と
気
付
い
た
行
政
の
問
題
点
な
ど

貴
方
の
声
を
、
是
非
お
寄
せ
下
さ
い

〇
九
〇
（
一
五
〇
七
）
二
〇
四
五
（
扶
川
）

困った！
何か変
だよ！？

生活相談で疑問を持った 身近な制度について調べました。

真備町にて


